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取扱説明書

ヤマハ製品をお買い上げいただきまして、まことに
ありがとうございます。
■ 本機の優れた性能を十分に発揮させると共に、
永年支障なくお使いいただくために、ご使用前に
この取扱説明書と保証書をよくお読みください。
お読みになったあとは、保証書と共に大切に
保管し、必要に応じてご利用ください。

■ 保証書は、「お買上げ日、販売店名」などの記入を
必ず確かめ、販売店からお受け取りください。

■ 本機は YHT-S351/YHT-S350 専用のセンター
スピーカーです。

ご使用の前に必ずお読みください。



安全上のご注意
ご使用の前に、必ずこの「安全上のご注意」をよくお読みください。

ここに示した注意事項は、製品を安全に正しくご使用いただき、お客様や他の方々への危害
や財産への損害を未然に防止するためのものです。必ずお守りください。
お読みになったあとは、使用される方がいつでも見られる所に必ず保管してください。

■ 記号表示について

この製品や取扱説明書に表示されている記号には、次のような意味があります。

■ 「警告」と「注意」について

以下、誤った取り扱いをすると生じることが想定される内容を、危害や損害の大きさと切迫の程度を明示するた
めに、「警告」と「注意」に区分して掲載しています。

分解・改造は厳禁。キャビネットは絶対に開
けない。
火災や感電の原因になります。
修理・調整は販売店にご依頼ください。

本機を下記の場所には設置しない。
● 浴室・台所・海岸・水辺
● 加湿器を過度にきかせた部屋
● 雨や雪、水がかかるところ
水の混入により、火災や感電の原因になります。

取り付け後は必ず安全性を確認する。
また、定期的に落下や転倒の可能性がないか安
全点検を実施してください。

本機の上には、花瓶・植木鉢・コップ・化粧
品・薬品・ロウソクなどを置かない。
水や異物が中に入ると、火災や感電の原因にな
ります。
接触面が経年変化を起こし、本機の外装を損傷
する原因になります。

分解禁止

設置

使用上の注意

この表示の欄は、「死亡する可能性または大けがを負う可能性が想定される」
内容です。警告
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不安定な場所や振動する場所には設置しない。
本機が落下や転倒して、けがの原因になります。

直射日光のあたる場所や、温度が異常に高くな
る場所（暖房機のそばなど）には設置しない。
本機の外装が変形したり内部回路に悪影響が生
じて、火災の原因になります。

ほこりや湿気の多い場所に設置しない。
ほこりの堆積によりショートして、火災や感電
の原因になります。

スピーカーの底面積より狭い場所や傾斜のあ
る場所には設置しない。
スピーカーが落下や転倒して、けがの原因にな
ります。

接続する場合は、各機器の取扱説明書をよく
読み、AVアンプ・サブウーファーの電源を
切り、説明に従って接続してください。

移動をするときには電源スイッチを切り、す
べての接続を外す。
接続機器が落下や転倒して、けがの原因になり
ます。
コードが傷つき、火災や感電の原因になります。

持ち運ぶときには前面のサランネットに手を
かけない。
サランネットが破れたり、本機を落としたりし
て、けがの原因となることがあります。

電源を入れる前や、再生を始める前には、音
量（ボリューム）を最小にする。
突然大きな音が出て、聴覚障害の原因になります。

音が歪んだ状態で長時間使用しない。
スピーカーが発熱し、火災の原因になります。

本機に乗ったり、寄りかかったりしない。
転倒・落下したり破損したりして、けがの原因
となることがあります。

薬物厳禁
ベンジン・シンナー・合成洗剤等で外装をふ
かない。また接点復活剤を使用しない。
外装が傷んだり、部品が溶解することがあります。

お手入れするときは、柔らかい布で乾拭
きする。合成洗剤や化学ぞうきんで拭い
たりしない。
色がはげたり、外装が損傷することがあります。

付属品がすべてそろっているか、確認してください。

注意 この表示の欄は、「けがを負う可能性または物的損害が発生する可能性が想定される」
内容です。

設置

移動

使用上の注意

お手入れ

付属品の確認

滑り止めパッド（4個）×1スピーカーケーブル
（3ｍ）

ネジ（スタンド用）スタンド
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テレビ下の床やテレビラックなど、安定した場所に設置します。
本機がテレビやスクリーンの中央にくるように設置してください。

 スピーカーケーブルを足や手に引っかけて本機を落下させることのないように、ケーブルは必ず固定してくだ
さい。

 スピーカーをブラウン管テレビの近くに設置すると画像の乱れや雑音が生じることがあります。そのような場
合は、スピーカーとテレビを約20cm離してください。液晶テレビやプラズマテレビには影響しません。

 本スピーカーは、必ず、床、ラック、棚などの平らな場所に置いてご使用ください。設置方法を間違えると、
スピーカーが落下し、けがの原因になります。

スタンドを使う
付属のスピーカースタンドをネジで取り付けて床や
ラックなど平らな場所でご使用ください。

滑り止めパッドを使う
固い床や棚の上に直接センタースピーカーを置く場合
は、下図のように付属の滑り止めパッドをスピーカー
底面の4隅に貼り付けてください。振動によりスピー
カーがすべるのを防ぎます。

設置

NS-C705

滑り止めパッド

（底面）
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接続するときは、必ずAVアンプ・サブウーファーなどの電源を切ってから接続してください。

 AVアンプ・サブウーファー背面のスピーカー端子（フロント ）に接続します。赤端子はプラス（＋）、黒
端子はマイナス（－）です。極性（＋、－）を間違えると不自然な音になりますので、ご注意ください。

 スピーカーケーブルのプラス（+）とマイナス（－）芯線どうしが接触したり、芯線が他の金属部に接触する
ことのないようご注意ください。スピーカーが破損する原因となります。

 ケーブルの絶縁部（被覆）を穴の中に入れないでください。音が出ないことがあります。
 接続する際は、YHT-S351/YHT-S350の取扱説明書もあわせてご覧ください。

スピーカーケーブルの準備
スピーカーケーブル（付属）両端の絶縁部（被覆）をはずします。
芯線がバラけないように絶縁部をねじりながらはずしてください。

接続

（－）

（＋）

AVアンプ・サブウーファー（背面）
（例）SR-301

NS-C705（背面）

（＋）（－）

接続図

C

良い例 悪い例
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ファームウェアの更新
本スピーカーを使って最適な音質を楽しむために、
ＡＶアンプ・サブウーファーのファームウェアを更新
してください。
YＨＴ-Ｓ351
最新のファームウェアとアップデートの説明書は、
下記のＵＲＬからダウンロードできます。

YＨＴ-Ｓ350
ファームウェアの更新なしでお使いいただけます。

チャンネルの設定
接続が終了したら、ＡＶアンプ・サブウーファーの
チャンネルを設定します。詳細は、YHT-S351/
YHT-S350の取扱説明書をご覧ください。
YＨＴ-Ｓ351
「付属以外のスピーカーを使用する」(P.19) を参照し、チャ
ンネル数を「3CH」あるいは「5CH」に設定してください。
YＨＴ-Ｓ350
「スピーカーの種類を設定する」(P.18) を参照し、チャン
ネル数を「3CH」に設定してください。

型式..................................................2 ウェイ密閉型
非防磁型

スピーカーユニット
ウーファー .......................5.5 cm コーン型 ×2
ツィーター ....... 2.5 cm バランスドーム型 ×1
インピーダンス..................................................6 Ω
再生周波数帯域..... 100 Hz ～ 26 kHz(‒10 dB)

 ～ 40 kHz(‒30 dB)
許容入力..........................................................40 W
最大入力.......................................................100 W
出力音圧レベル........................81 dB/2.83 V/m
外形寸法（幅×高さ×奥行き）
スタンドを含む............ 190×111×105 mm
スタンドを除く..................190×95×98 mm
質量.............................................................0.92 kg
  
  ※仕様および外観は、予告なく変更することがあ
ります

AVアンプ・サブウーファーの設定

ソフトウェアダウンロード
http://jp.yamaha.com/products/
audio-visual/download/

チャンネルが正しく設定されていないと、センター
スピーカーから音声が出力されません。

仕様

音楽を楽しむエチケット
楽しい音楽も時と場所によっ
ては大変気になるものです。
隣近所への配慮を十分にしま
しょう。
静かな夜間には小さな音でも
よく通り、特に低音は床や壁

などを伝わりやすく、思わぬところに迷惑をか
けてしまいます。
適当な音量を心がけ、窓を閉めたり、ヘッドホ
ンをご使用になるのも一つの方法です。音楽は
みんなで楽しむもの、お互いに心を配り快適な
生活環境を守りましょう。
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